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45.石川智則、原田竜也、麻生武志 : ヒト胎盤における arginine－ornithine－polyamines  
  pathway の働き．日本胎盤学会．富山．2005.11 
 
46.石川智則、原田竜也、久保田俊郎、麻生武志：子宮内膜間質細胞の matrix 
metalloproteinase-1 産生に及ぼす androgen の影響に関する研究．第 50 回日本不妊学会学

術講演会．P-006(p209)．熊本．2005.11 
 
47.麻生武志：記念講演 本邦の更年期医療 20 年の歩みと今後の展望－日本更年期医学 
  会創立 20 周年を記念して－．第 20 回日本更年期医学会学術集会．埼玉．2005.11 
 
48.松原健二、尾林聡、久保田俊郎、麻生武志 CAVI を指標とした脈波検査の有用性の検 
  討 第 20 回 日本更年期医学会学術集会．埼玉．2005.11 
 
49.石橋智子、尾林聡、坂本秀一、東洋、麻生武志：卵巣機能廃絶に伴う肥厚性血管病変増

悪とエストロゲン補充後の改善効果における内因性 NOS 阻害因子(NOSI)の役割 第 20 回

日本更年期医学会、埼玉、2005.11 
 
50.秋吉美穂子、加藤清子、杉山みち子、尾林聡、久保田俊郎、麻生武志：更年期における

心臓自律神経機能と脂質代謝および体組成の関連性について．第 20 回日本更年期医学会学

術集会．#48、埼玉．2005.11 
 
51.古賀祐子, 尾林 聡, 秋吉美穂子, 久保田俊郎, 麻生武志 更年期外来における性交 
  痛と QOL 得点に関する検討．第 25 回日本性科学学会 東京 2005.11 
 
52.吉川舞、田島麻記子、小坂元宏、久保田俊郎、麻生武志：化学療法後手術療法により寛

解状態の得られた腹膜原発悪性中皮腫の１例．第 336 回日産婦東京地方部会例会．#27．2005． 
12 
 
53.佐藤大悟、田島麻紀子、宮坂尚幸、久保田俊郎、麻生武志：当院における過去５年間の

合併症妊娠について．第７回産婦人科臨床フォーラム 2005.12 
 
研究助成金 
 
.麻生武志：母児接点におけるウイルスベクターを利用した遺伝子治療に関する基礎的研究 

文部科学省科学研究費補助金・基盤研究（Ｂ）（２） 



 
平成１７年度受賞 
1.尾林聡：骨粗鬆症財団 平成 18 年度 Lilly 研究助成 


